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南
米
の
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
調
査
は
、
欧
米
の
研
究
者
が
探
検
し
て
調
査
し
て
い
た
。 

ツンジシらが、ブラジル人として始めた時に、私は、彼らに熱帯大陸のダ
ム湖、湖沼は、欧米の季節があり、山地の湖沼とは違うと助言した。 
2 回目、1976 年 1 月末に行くとき、ブラジルにお土産に上田市の信濃
国分寺でダルマを買った。 

ツ
ン
ジ
シ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
河
川
や
湖
沼
の
研
究
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
自
分
ら
で
初
め
た
。 



 サンパウロ州の田舎で、コーヒー園で働いても大変と悟り、サンパウロ市にでて、
鶏肉屋を初め、繁盛しだし、店大きくした。また、日野家の長男の寛幸さんの子供
（長男のヨシヒロさん）が生まれた。私達は、それらのお祝いに日野家に呼ばれた。 

戦
後
、
日
野
覚
さ
ん
は
、
兵
役
か
ら
帰
国
し
、
苦
労
し
て
雑
貨
屋
を
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
親
戚
を
頼
っ
て
、
昭
和3

1

年

に
移
民
し
た
。 

日
系
学
生
の
日
野
幸
三

と
知
り
合
い
に
な
っ
た 

大きなダルマをツンジシ教授夫妻に差し上げた。願い事をする時、片目を
黒くし、願いが届いた時に、残りの目を黒くすると説明した。 

日
野
家
は
、
戦
後

移
民
で
あ
っ
た
。 



 

ツ
ン
ジ
シ
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
科
学
技
術
協
定
が
結
ば
れ
、
最
初
の
研
究
者
と
し
て
来
日
し
た
。

簡
単
に
生
物
分
解
で
き
る
物
質
と
、
分
解
し
た
残
り
の
難
分
解
性
物
質
を
知
る
。 

大国ブラジルとの窓口が信州大の助手では日本は動かない。そこで名古屋大学水圏科
学研究所の西條八束教授に頼んで、日本の窓口になってもらった。それから科学技術の
あらゆる分野で日本とブラジルとの研究者交流が盛んになった。 

寛
幸
さ
ん
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
教
育
庁
を
代
表
し
、
皇
太
子
を
案
内
し
た
。 

日野家の長男の寛幸さんは、ブラジルで、小学校から大学まで、無償で教育を受け
た。「ブラジルでは、教育は未来への投資」だった。その恩返しをしないといけない
と、サンパウロ教育庁で、理科指導主事を長い間担当していた。 



 

幸
三
を
、
鎌
倉
を
案
内
し
た
。 

ツンジシの家には、1976 年 2月にお土産として持参したダルマに、目が入っていない

ままあった。1983年 7月に、陸水共同研究の始まりに、私達は、目を入れた。 

日系の日野幸三が、昭和 55（1980）年に研究者交流で名古屋大学へ半年間、来日した。この年の 8

月には東洋では初めての第２１回国際理論応用陸水学会 （SIL）が国立京都国際会館で開催された。 

幸三から「梨」を食べたいという。季節感がないブラジル。 

果物は、秋にできるというのを知らなかった。 

日
伯
陸
水
共
同
調
査
、

途
中
の
ロ
ス
で
給
油
。 



 

広
大
な
ツ
ク
ル
イ
ダ
ム
湖
の
流
入
部
ま
で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。 

日野幸三は、北方電力会社で、アマゾン地域の水力発
電ダム湖の陸水生態系の研究、管理を担当していた。 

1988 年 8 月に日伯移民 80 周年の年の、
日伯シンポに、参加した。その時、幸三はサ
ンパウロに会いに来てくれた。 

ダ
ム
湖
研
究
室
に
は
、
幸
三
が
声
を
か
け
た
研
究
者
が
働
い
て
い
た
。

貧
栄
養
の
ブ
ロ
ア
湖
の
水
の
水
質
評
価
を
し
た
。 



 

私は、MBOD法、熱帯の湖沼の水質評価をした。暖かいので、32℃、2日間
の培養で結果をだした。植物プランクトンや、生産力の研究もした。 

共
同
研
究
の
報
告
書
も
で
き
た
。 

共
同
研
究
は
、
お
互
い
に
信
頼
し
遂
行
で
き
た
。 

貴子は、日本語が余り上手でなかったが、幸三は、日本語が上手で、日本人のセン
スを理解していた。この二人は日伯陸水共同研究の橋渡しで、大活躍してくれた。 



 

日野寛幸さんに『おいしい水のつくり方』をポルトガル語へ翻訳を頼んでいたので、
定年退職直前、2008 年 2 月に、進行状況を確認するために、サンパウロに学生
二人を連れてでかけた。 

私
は
、
信
大
で
、
緩
速
ろ
過
は
名
前
で
誤
解
さ
れ
て
き
た
の
に
気
づ
き
、
解
説
本
を
出
版
し
た
。 

ブ
ラ
ジ
ル
の
話
を
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
発
表
し
て
い
た
ら
さ
い
た
ま
水
道
の
下
村
さ
ん
か
ら
サ

ン
パ
ウ
ロ
水
道
公
社
へ
専
門
家
と
し
て
行
く
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
日
野
寛
幸
さ
ん
を
紹
介
し
た
。 

ツンジシは、ブラジル政府の科学技術評議会の総裁になり、ブラジリアで 4年間活躍し
た。その後は、サンカルロスに戻り、自宅を改造し、国際生態学研究所をつくり、活躍
していた。 



 

ポルトガル語訳本に際し、日系移民、100年事業の応援で、
JICA も印刷経費を負担してくれた。 

２
０
０
９
年
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
本
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
家
内
と
で
か
け
た
。 

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
縦
断
す
る
時
、
飛
行
機
か
ら
、
地
下
水
灌
漑
の
様
子
に
驚
い
た
。

化
石
水
を
、
こ
ん
な
に
汲
み
上
げ
て
大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
っ
た
。 

サンカルロスに行き、ツンジシの国際生態学研究所で話をした。32年前に、テク

ニシャンにお土産に上げたセイコーの壁時計は動いていた。 



 飲み水をつくる浄水場では、薬品処理でドクロの印がある。下水処理場では、

生物処理といい。何だか変だった。 

上
田
市
の
信
濃
国
分
寺
の
縁
日
で
購
入
し
た
ダ
ル
マ
だ
っ
た
。 

サンパウロに着き、日野家で、初めて、訳本を
手にとり、ニコニコだった。この時、家内が、
日野家の飾り棚に、1976年に持参した二つの
ダルマがあるのに気づいた。 

１
９
８
３
年
に
目
を
入

れ
た
ダ
ル
マ
だ
っ
た
。 



 サルバドールは、昔の首都。切符の手配ミスでブラジリア経由。でも、美しい落

日を見た。まるで、幸三が「先生、あんちゃん、ブラジルに寄ってよ」とお願いし

たみたいだった。 

ブラジルなので、ポルトガル語で講演をした。 

講
演
が
終
わ
り
、
寛
幸
さ
ん
夫
妻
と
、
私
達
は
古
都
サ
ル
バ
ド
ー
ル
へ
。
ブ
ラ
ジ
リ
ア
経
由
に
な
っ
た
。 



 上向流粗ろ過の発想、最初の実験がサンパウロ大工学部衛生工学科で生まれた。その学科
に 1974 年に行き、1976 年に再訪した。最初は短期の滞在で、藻類培養とダム湖生態
系研究をしていて、上向流粗ろ過実験には気づかなかった。その後も何度も、サンカルロ
スに行った。でも 1974年に知り合ったオデテが、後で手伝っていたのを後で知った。 

現
場
に
足
を
運
び
「
ど
う
し
て
か
な
」
と
考
え
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
。 

ハ
ン
グ
リ
ー
状
態
だ
と
、
必
死
に
な
り
、
新
し
い
事
に
気
づ
く
。 

上向粗ろ過は、サンカルロスのサンパウロ大のベルナルドが 1980 年に修士学生に実験
させた。私は 1974年に、ベルナルドが同じ学科に行った。また、ベルナルドの実験を、
プランクトン屋のオデテが手伝っていた。 


